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熱帯寄生虫学分野 
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学会発表数 

A－a A－b B－a B－b 
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 11 0 1 9 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

濱野真二郎 
・教授 

理事 （会計・NPO 法人化担当） 
評議員 

日本熱帯医学会 

濱野真二郎 
・教授 

評議員、教育委員会委員 日本寄生虫学会 

濱野真二郎 
・教授 

動物実験委員会委員 長崎大学 

濱野真二郎 
・教授 

運営委員会委員、会計委員会委員 先導生命科学研究支援センター 

濱野真二郎 
・教授 

学務委員会委員、入試委員会委員、会計委員会委員 医歯薬学総合研究科 
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競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

濱野真二郎 
・教授 

GHIT Co-PI Live attenuated prophylactic vaccine for 
leishmaniasis 

濱野真二郎 
・教授 

Bill Melinda Gates Foundation 分担 DeWorm3:  
日本における土壌伝播蠕虫感染動向調査 

濱野真二郎 
・教授 

AMED 分担 赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標的とす

る阻害剤探索 

―全容解明と治療薬開発にむけてー 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究 (A) 
ヴィクトリア湖湖畔における住血吸虫伝搬

ダイナミクスと環境モニタリング 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 代表 基盤研究 (B) 
南アジアにおけるアメーバ赤痢の免疫学的

コホート研究 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究 (B) 
バングラデシュにおけるポスト・カラ・アザ

ール皮膚リーシュマニア症新規診断法の検

証 
（代表：小林隆志） 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究 (B) 
リーシュマニア症ワクチン開発に向けた宿

主免疫記憶機構の包括的解明 
（代表：前川洋一） 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究 (B) 
省力的空間分布把握システムによる糸状虫

症根絶の確認と再燃の早期発見 
（代表: 伊藤誠） 

濱野真二郎 
・教授 

日本学術振興会 分担 基盤研究 (B) 
潜在性結核の検出と、結核の発症予知技術の

確立を目指した、ケニア国における調査研究 
（代表：松本壮吉） 

中村梨沙 
・助教 

日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 若手研究 (B) 
腸赤痢アメーバ症の慢性化と重症化におけ

るグループ 2 自然免疫リンパ球の機能解明 

濱野真二郎 
・教授 

長崎大学・熱帯医学研究所 分担 熱帯医学研究拠点 一般共同研究 
内臓リーシュマニア症制圧後の再燃監視機

構の構築 
（代表：伊藤 誠） 

中村梨沙 
・助教 

長崎大学・熱帯医学研究所 分担 熱帯医学研究拠点 一般共同研究 
赤痢アメーバ“シスト形成”の制御機構の利

用 
（代表: 見市〔三田村〕文香） 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

濱野真二郎 
・教授 

非常勤講師（寄生虫学） 九州大学・医学部 

濱野真二郎 
・教授 

非常勤講師（寄生虫学） 九州大学・大学院医学研究院 

濱野真二郎 
・教授 

非常勤講師（寄生虫学） 奈良県立医科大学 

濱野真二郎 
・教授 

非常勤講師（寄生虫学） 山口大学・医学部 

濱野真二郎 
・教授 

非常勤講師（寄生虫学） 高知大学・医学部 

 


